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3.研 究 概 要

当研 究所 で はMUレ ー ダー 、赤 道 大 気 レー ダー(EquatorialAtmosphereRadar;

EAR)を 中 心 と し、 国 内 外 の 大 学 ・研 究機 関 と協 同 して 地 球 大 気 の地 上観 測 網 を設

置 し研 究 を推 進 して きた 。EARは2001年 の 完成 か ら現 在 ま で 、イ ン ドネ シ ア航 空 宇

宙 庁(LAPAN)を 運 営 の カ ウ ン タ ー パ ー トと し、 赤 道 大 気 の長 期 連 続 観 測 を実 施 し

て き た。 現在 は、 文 部 科 学 省 科 学 技 術 戦 略 推 進 費(国 際 共 同研 究 の 推 進)「 イ ン ド

ネ シ ア宇 宙 天 気 研 究 の 推 進 と体 制 構 築 」(平 成22～24年 度 の3年 計 画)(以 下 で は

「イ ン ドネ シ ア宇 宙 天 気 」 と呼 ぶ)を 得 て超 高 層 大 気 の 研 究 を推 進 して い る。

イ ン ドネ シ ア を初 め とす る東 南 ア ジ ア 地 域 で 超 高層 大 気 を 共 同研 究 す る 上 で 最

近 感 じ られ る の が 、各 国 の宇 宙 開発 へ の 熱 意 で あ る。 当研 究 所 で は 地 上観 測 網 を 中

心 と して大 気 研 究 を推 進 して き た が 、これ を一 段 と発 展 させ る 手段 と して 超 小 型 衛

星 を活 用 す る こ とを 考 え始 めた 。 一 方 でLAPANは 同 国 の宇 宙 開発 を推 進 中で あ り、

衛 星 の活 用 方 法 を 求 めて い る。そ こで 本 課 題 で は 、超 小 型 衛 星 を用 い た超 高 層 大 気

観 測 を新 しい研 究 シ ー ズ と して 捉 え 、LAPANと 共 同で 実 現 可 能 な計 画 を策 定 す る。

具 体 的 に は 、SATREPS(地 球 規 模 課 題 対応 国 際科 学 技 術 協 力)に 提 案 す る こ とを 目

指 してい る。更 に本 課 題 は 、例 え ば新 しい 環 境観 測 衛 星 構 想 に発 展 す る こ とも あ り

得 る。つ ま り本 課 題 は 、当研 究 所 全 体 に とっ て も新 しい 研 究 シ ー ズ 開 拓 と して の重

要 性 が高 い と考 え られ る。
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